
昔
の
地
名
を
伝
え
る
千
里
山
の
電
柱

二
十
回
生

浅

野

倉

平

電
柱
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
地
に
因
ん
だ
名
前
が
付
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
た
が
、
千
里
山
を
散
歩
中
に
、
千
里

山
西
五
丁
目
六
番
地
付
近
三
塁
名
の
他
に
窓
遡
流
有
】
と
い
う
、

千
里
山
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
さ
そ
う
な
標
識
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
る
電
柱
を
見
つ
け
た
。
文
、
千
里
山
西
五
丁
目
四
十
一
番
地
付
近

で
、
も
う

一
本
【
逆
潮
流
あ
り
】
と
い
う
標
識
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
る
電
柱
に
出
会
っ
た
。
そ
こ
で
、
又
、
気
に
な
る
と
調
べ
て
み
た

い
と
い
う
悪
い
癖
が
出
て
、
千
里
山
の
電
柱
名
を
見
て
廻
っ
た
が
、

位
繕
興
味
が
持
て
て
面
白
か
っ
た
。

電場

在産
と は

要望
誌を
通だ
信 重
用配
の電
ケ E

ブペ1

Zゑ
支署

f i 
電す
イ言る

も
の
や
、
古
く
か
ら
あ
る
電
柱
に
は
町
名
改
正
前
の
地
名
が
付
い
て

い
る
電
柱
が
あ
り
、
こ
の
様
な
標
識
の
電
柱
に
出
会
人
〆
と
、
こ
こ
は
、

以
前
、
こ
う
い
う
地
名
の
場
事
ん
っ
た
の
だ
と
北
長
偲
ば
れ
る
。

し
か
し
、
中
に
は
、
そ
の
名
前
の
ル
l
ツ
が
全
く
判
ら
な
い
電
柱

も
あ
っ
た
。

ー
「
河
田
山
」
「
カ
ワ
タ
ヤ
マ
」
・
「
西
原
」
「
ニ
シ
ハ
ラ
」
|

大
阪
底
坦

士
二

号
線
は
、
吹
田
市
豊
津
交
番
暫
乞
起
点
と
し
て
、

千
里
山
を
経
由
し
、
箕
面
市
今
昔
に
至
る
道
路
で
、
通
称
「
吹
田
・

箕
面
線
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
は
府
道
と
は
い
え
、
大
正

時
代
に
開
発
さ
れ
た
千
里
山
の
道
幅
の
狭
い
所
を
通
っ
て
い
る
の
で
、

千
里
山
駅
付
近
で
は
、
底
事
と
し
て
は
珍
し
い

一
方
通
行
に
な
っ
て

い
て
、
豊
津
方
向
か
ら
箕
面
に
向
か
う
に
は
、
千
里
山
駅
前
か
ら
第

一
噴
水
(
下
の
噴
本
を
右
折
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
区
間
は

大
型
車
の
通
行
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

「
河
田
山
」
の
名
前
を
冠
し
た
電
柱
は
関
西
電
力
の
電
柱
で
あ
る
。

柱
」
と
、
電
力
・通
信
会
社
が
共
用
す
る
「
共
用
柱
」
の
一
一Z
種
類
の
電
柱

が
あ
る
が
、
電
柱
の
所
有
穫
は
施
設
者
で
あ
る
電
力
会
社
・
通
信
会

社
に
あ
り
、
所
有
者
は
プ
レ
ー
ト
な
ど
を
付
け
て
表
示
し
て
い
る
。

電
柱
の
標
識
名
は
、
同
じ
金
剛
で
も
「
漢
字
」
で
書
か
れ
て
い
る

も
の
と
「
カ
タ
カ
ナ
」
で
書
か
れ
て
い
る
の
が
あ
る
。
文
、
名
前
と

共
に
番
号
が
ふ
ら
れ
て
お
り
、
更
に
、
番
号
に
引
き
続
き
、
関
西
電

力
の
場
合
「
M
」
「
削
」
と
か
、

N
T
T
の
埠
窓
口
「
U
」
「
則
」
と

か
の
記
号
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
番
号
の

電
柱
で
も
、
主
と
な
る
器
産
の
い
わ
ば
子
供
に
当
た
る
電
柱
を
示
す

記
号
で
、
「
ね
」
「
阻
」
は
、
い
ず
れ
も
塞
震
の
北
側
の
1
番
貝

「
U
」
は
親
電
柱
の
左
側
の
1
番
目
、
「
悶
」
は
右
側
の
1
番
目
に

親
電
柱
の
子
供
と
し
て
設
置
さ
れ
た
電
柱
を
示
し
て
い
る
と
か
の
事

で
あ
る
が
、
中
に
は
、
か
な
り
複
雑
な
番
号
・
記
号
が
ふ
ら
れ
て
い

る
電
柱
も
あ
り
、
そ
の
決
ま
り
は
良
く
判
ら
な
い
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
付
い
て
は
、
そ
の
土
地
の
名
前
を
ズ
パ
リ
付
け
た
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「
河
田
山
1
」
は
豊
津
交
霊
削
に
あ
り
、
虚
坦

三
二

号
線
沿
い
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
千
里
山
西

一
丁
旦
干
八
番
地
十
六
寂
急

電
車
千
里
山
陸
事
付
近
の

「カ
ワ
タ
ヤ
マ

ω」
の
電
柱
か
ら
二
手

に
分
か
れ
、
親
電
柱
は
、
底
壇
を
左
折
し
、
千
里
山
神
社
方
面
に
向

か
う
坂
を
上
り
、
千
里
山
西

一
丁
目
・

三
丁
目
・
四
丁
目
の
境
に
当

た
る
十
字
路
を
右
折
し
、
下
の
噴
水
手
前
の

「カ
ワ
タ
ヤ
マ
回
」
電

柱
で
終
わ
っ
て
い
る
。一

方
、
子
電
柱
は
底
埠
に
沿
っ
て
「
カ
ワ
タ

ヤ
マ
必
悶
」
か
ら
始
ま
り
、
阪
急
電
車
文
化
踏
切
道
手
前
の

「カ

ワ
タ
ヤ
マ
却
問
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
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「
河
田
山
」
と
云
う
地
名
で
あ
る
が
、
現
在
、
千
里
山
に
は
、
こ
の

地
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、

「河
田
山
」
は
、
過
っ
て
旧
佐
井

寺
村
と
旧
垂
水
村
の
境
界
で
、
吹
田
市
の
最
高
所
企
海
抜
八
十
三
・

O
五
き
と
さ
れ
る
三
本
松
が
あ
っ
た
附
近
(
現
、
千
里
山
西
三
丁

目E
干
番
愉
担G

一
帯
の
地
域
を
円
監
笠
箭
削
は
「丙
河
田
山
山
」
と
呼
ん
で
お
り
吹
、

北
大
阪
電
気
鉄
道
が
千
里
山
線
を
開
通
さ
せ
た
折
に
は
、
こ
の
山



帯
の
桃
畑
は
、
花
見
に
来
る
人
々
で
賑
わ
っ
た
と
か
で
あ
る
。

従
っ
て
、
千
里
山
の
開
発
に
伴
い
、
電
気
を
供
給
す
る
畢
農
が
、

こ
の
山
を
取
り
巻
く
形
で
敷
設
さ
れ
た
折
に
、
そ
の
名
前
が
昏
霊
に

名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

吹
田

一
中
の
千
里
第
三
小
学
校
寄
り
の
十
字
路
を
北
に
少
し
坂
を

登
る
と
、
小
さ
な
丘
が
あ
る
。
こ
の
正
は
周
囲
を
柵
で
囲
わ
れ
て
お

り
中
に
入
る
事
が
で
き
な
い
が
、
柵
の
外
側
か
ら
、
こ
の
正
の
斜
面

が
見
え
る
。
そ
こ
に
は
、
主
と
し
て
梅
の
木
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の

ほ
か
に
は
、
桃
・
竹
薮
・
そ
の
他
、
背
の
余
り
高
く
な
い
木
が
植
え

ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
樹
木
の
中
に
、

N
T
T
の
「
北
丸
山
目
的
」

の
電
柱
が
、
ポ
ッ
ン
ト
一
本
立
っ
て
い
る
。

又
、
千
里
第
三
小
学
校
正
門
前
で
も
丘
の
様
子
の

一
部
が
見
ら
れ
、

三
月
初
旬
、
梅
が
満
開
に
な
る
と
、
ま
る
で
梅
闘
の
様
な
風
情
で
、

過
つ
て
の
「
河
岡
山
」
の
風
景
は
、
こ
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の
か
と
、

思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
丘
に
は
、
何
の
表
示
も
な
い
の
で
、
所

墳
」
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
既
に
旧
状
は
失
わ
れ
て
お
り
、
古
墳
の

詳
細
は
不
明
と
の
事
の
様
で
あ
る
が
、
こ
の
場
所
を
取
り
巻
く
よ
う

に
敷
設
さ
れ
た
電
柱
に
、
そ
の
名
が
標
識
と
し
て
付
け
ら
れ
た
も
の

と
恩
わ
れ
る
。

(
き
出
土
し
た
石
材
は
吹
田
市
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る

電
柱
一
本
と
は
章
え
、
そ
の
名
前
に
古
の
「
河
田
山
」
・
「
西
原
」

と
云
う
名
前
が
使
わ
れ
て
い
る
謂
れ
を
知
る
と
、
何
と
な
く
ロ
マ
ン

と
親
し
み
を
感
じ
る
。

ー
扇
町
」
・
「
ト
噴
」
「
カ
ミ
フ
ン
」

l

千
里
山
駅
〈
千
里
山
西
五
丁
目
1
)
・
千
里
山
交
番
(
千
里
山
西
五

有
者
・
管
理
者
が
撃
な
の
か
判
ら
な
い
。

N
T
T
西
日
本
の
閉
じ
区
間
の
電
柱
に
は
、
島
幸
方
よ
り
下
の
噴

水
ま
で
の
間
「
阪
急
東
」
・
「
ハ
ン
キ
ユ
ウ
ヒ
ガ
シ
」
・
「
西
原
」
・
「
セ

ン
リ
ヤ
マ
エ
ダ
」
「
千
里
山
枝
」
・
「
南
町
」
・
「
ミ
ナ
ミ
マ
チ
」
・
「
南
町

東
」
・
「
ミ
ナ
ミ
マ
チ
ヒ
ガ
シ
」
と
短
い
間
隔
で
標
識
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
っ
て
い
る
。
又
、
千
里
山
陸
帯
ι
り
阪
急
電
車
文
化
踏
切
ま

で
の
、
ご
く
短
い
区
間
で
も
「
セ
ン
リ
ヤ
マ
シ
」
・
「
支
線
柱
」
・
「
千

里
山
枝
」
と
標
識
が
変
わ
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
電
柱
の
内
、
千
里
山
西
一
丁
目
一
番
地
(
関
大
前
思

付
近
よ
り
千
里
山
西

一
丁
目
二
十
五
番
地
(
千
里
山
陸
事
付
近
ま

で
の
「
西
原
」
と
標
識
を
付
け
ら
れ
て
い
る
電
住
に
付
い
て
は
、
先

の
「
河
田
山
」
の
山
頂
よ
り
西
南
に
下
っ
た
あ
た
り
で
、
昭
和
四
十

九
年
に
古
墳
時
代
の
石
室
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
石
材
が
出
土

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
辺
り
に
、
前
期
十
口
墳
の
存
在
が
推
定
さ
れ
、

考
査
子
上
、
こ
の
遺
跡
に
は
、
そ
の
地
名
に
因
ん
で
「
垂
水
西
原
古
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丁
目
二
)
・
田
村
書
庖
(
千
里
山
西
一
丁
亘
ニ
&
に
挟
ま
れ
た
三
差

路
の
道
路
は
、
全
て
大
阪
底
坦

一
一
二
号
線
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先

に
も
記
し
た
知
〈
三
二
号
線
の
変
則
的
な
一
方
通
行
に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
の
器
産
の
標
識
も
変
則
的
に
入
り
込
ん
で

お
り
、
関
西
電
力
の
電
柱
で
は
、
豊
津
方
面
か
ら
続
い
て
き
た
「
カ

ワ
ダ
ヤ
マ
却
陥
臼
」
の
最
終
電
柱
と
、
こ
の
地
点
か
ら
新
た
に
始

ま
り
、
下
の
噴
水
か
ら
レ
ツ
チ
ワ
l
ス
ロ
ー
ド
を
経
て
【
逆
潮
流
あ

り
】
の
標
識
が
付
け
ら
れ
て
い
る
電
柱
に
通
ず
る
「
春
日
町
1
」
の

電
柱
が
田
村
書
庄
の
前
に
あ
る
。
更
に
、
千
里
山
駅
前
に
は
「
春
日

町
」
名
の
電
柱
が
共
用
電
柱
と
し
て
五
本
も
あ
り
、
又
、

N
T
T
の

電
柱
は
豊
津
方
面
か
ら
続
い
て
き
た
「
千
里
山
枝
8
恥
」
は
千
里
山

駅
前
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
駅
前
に
は
こ
の
他
「
千
里
駅
枝
」
・
「
セ

ン
リ
エ
キ
エ
ダ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
電
柱
が
六
本
あ
り
、
そ
の
内
四

本
は
関
西
電
力
と
の
共
用
電
柱
で
あ
る
。

ー 43

「
楠
町
」
は
関
西
電
力
の
器
産
で
、
扇
町
」
1
1
3
は
、
鹿
壇
一



一
二
号
縁
の
下
の
噴
水
を
右
折
す
る
一
方
通
行
の
道
路
沿
い
に
あ
る

が
、
「
楠
町
4
」
か
ら
「
楠
町

U
西
1
」
ま
で
は
底
坦
=
二
号
繰

に
沿
っ
て
第
二
噴
水
(
上
の
噴
水
)
の
先
の
ジ
ャ
ス
コ
(
元
吹
田

一

中
)
へ
の
下
り
坂
へ
右
折
す
る
三
差
路
付
近
ま
で
続
い
て
い
る
。
現

在
、
「
楠
町
」
と
云
λ
毛
称
の
町
名
は
無
い
が
、
大
阪
住
宅
経
費
株
式

曾
社
が
作
成
し
た
「
千
里
山
一
住
宅
地
平
面
圃
」
で
は
、
上
の
噴
水
あ

た
り
の
、
現
千
里
山
西
五
丁
目
三
十
一
番
地
・
三
十
五
番
地
・
三
十

六
番
地
・
千
里
山
西
六
丁
目
二
十
五
番
地
・
二
十
九
番
地

一
帯
の
地

域
に
「
楠
町
」
と
云
う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

「
上
噴
」
「
カ
ミ
フ
ン
」
は
N
T
T
の
電
柱
に
付
け
ら
れ
て
い
る
名

称
で
あ
り
、
「
上
噴
1
」
の
電
柱
は
下
の
噴
水
の
正
面
か
ら
始
ま
り
、

「
上
噴

m
M
」
ま
で
、
先
の
「
楠
町
」
名
の
電
柱
と
ほ
ぼ
同
じ
ル

ー
ト
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
「
上
噴
」
と
は
、
恐
ら
く
上
の
噴
水
の
名

前
を
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
こ
で
官
頭
に
-
記
し
た
寝
淘
流
有
】
の
標
識
の
付
い
て
い
た

い
る
電
柱
が
あ
る
。

ー
「
竹
園
町
」
・
「
銀
行
西
」
「
ギ
ン
コ
ウ
ニ
シ
」
|

レ
ッ
チ
ワ
l
ス
ロ

1
ド
の
終
点
は
、
千
里
山
西
五
丁
目
と
千
里
山

竹
園
と
接
す
る
十
字
路
で
あ
る
が
、
こ
の
十
字
路
を
右
折
し
て
、
千

里
山
西
五
丁
目
と
千
里
山
竹
園
の
境
界
線
と
な
ゑ
坦
路
を
上
の
噴
水

に
向
か
ャ
フ
ル
ー
ト
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
関
西
電
力
の
電
柱
が
「
竹
園

町」

2
1
M
で
あ
る
。
そ
の
電
柱
の
内
「
竹
園
町
叩
」
に
は
【
逆

潮
流
あ
り
】
の
表
示
が
付
い
て
い
る
。

「
銀
行
西
」
・
「
ギ
ン
コ
ウ
ニ
シ
」
は
N
T
T
の
電
柱
で
あ
る
が
、
レ

ツ
チ
ワ
!
ス
ロ
ー
ド
に
は
同
名
の
電
柱
が
合
計
十
本
も
あ
る
。
し
か

電
柱
で
あ
る
が
「
楠
町
7
」
の
電
柱
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ー
「
春
日
町
」
・
「
千
里
山
西
」
「
セ
ン
リ
ヤ
マ
ニ
シ
」

l

レ
ッ
チ
ワ
l
ス
ロ

l
ド
は
、
千
里
山
竪
則
か
ら
下
の
噴
水
を
経
て

千
里
山
竹
園
に
至
る
、
千
里
山
西
五
丁
目
と
西
四
丁
目
の
出
寄
詰
豚
と

な
る
道
路
で
あ
る
。

「
春
日
町
」

1
1
臼
は
、
こ
の
レ
ツ
チ
ワ
!
ス
ロ

l
ド
に
沿
っ
て

敷
設
さ
れ
て
い
る
関
西
電
力
の
電
柱
で
あ
り
、
「
千
里
山
西
」

2
3
H

は
N
T
T
西
日
本
の
電
柱
で
あ
る
。
し
か
し
、

N
T
T
の
電
柱
に
は
、

こ
の
他
に
「
ニ
シ
マ
チ
」
・
「
西
町
」
・
「
銀
行
西
」
と
名
付
け
ら
れ
て
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し
、
そ
の
番
号
は
全
て
「
1
」
で
あ
り
、
そ
の
下
に
「
凱
」
「
胞
」

な
ど
、
そ
の
他
の
記
号
が
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
近
く
に
は

銀
行
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
こ
の
近
く
に
あ
っ
た
銀
行
と
云
え
ば
、

以
前
、
下
の
噴
水
脇
に
銀
行
が
あ
っ
た
様
な
気
が
す
る
が
・
・
・
・
・
0
・

尚、

N
T
T
の
電
柱
に
は
「
中
央
」
・
「
チ
ュ
ウ
オ
ウ
」
・
「
南
千
里
」

な
ど
の
標
識
が
付
け
ら
れ
た
電
柱
も
あ
る
。

ー
「
大
学
前
」
・
「
関
大
普

「
下
噴
」
「
シ
モ
フ
ン
」
|

ー 45

「
大
学
前
」
は
関
西
電
力
の
電
柱
で
「
下
墳
」
は
N
T
T
西
日
本

ー の

Z長重
正~で
門?あ

翌五5莞
JL 
千は

古堅

持
か道
b の
始あ
ま る
り 関

大
一 一
大 高
岡11 • 

駅
の
住
宅
地
踏
切
道
脇
を
経
て
上
の
川
沿
い
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

千
里
山
駅
の
文
化
踏
切
道
の
手
前
「大
学
前
お
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。

一
方
、
「
下
墳
1
U
」
は
関
大
前
の
住
宅
地
踏
切
道
脇
か
ら
始
ま

っ
て
い
て
、
ル
ー
ト
は
「
大
学
前
」
名
電
柱
と
同
じ
で
、
文
化
踏
切



手
前
の
「
下
墳

m
m」
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
電
柱
は
関
西

電
力
の
「
大
学
前
お
」
と
の
共
用
柱
で
あ
る
。

尚
、
花
壇
踏
切
道
か
ら
関
西
大
学
付
属
幼
稚
園
前
を
経
て
住
宅
地

踏
切
道
の
聞
の
N
T
T
西
日
本
の
電
柱
に
は
「
エ
キ
マ
エ
」
・

「駅

前
」
・
「
関
大
前
」
な
ど
多
様
な
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

花
壇
踏
切
道
か
ら
文
化
踏
切
道
に
通
ず
る
こ
の
道
路
は
、
花
壇
踏

切
道
↓
関
西
大
学
付
属
幼
稚
園
前
↓
関
大
駅
前
の
少
し
先
の
フ
タ
パ

ボ
l
ル
手
前
ま
で

一
方
通
行
で
、
フ
タ
パ
ボ
l
ル
前
か
ら
コ
ニ
シ
電

化
ま
で
の
聞
は
双
方
通
行
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ニ
シ
電
化

「
、
本
楽
」
「
尾
谷
」
と
名
付
け
ら
れ
た
電
柱
が
並
ん
で
い
る
。
「
永
楽
」

は
、
少
し
離
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
千
里
山
西
六
丁
目
あ
た
り
の
旧

町
名
の
永
楽
園
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
「
尾
谷
」

は
、
昔
の
佐
井
寺
の
地
域
名
の

一
つ
で
、
現
在
の
月
ケ
丘
あ
た
り
で

あ
る
。「

霧
が
丘
」
「
星
ケ
丘
」
「
団
地
」
は
N
T
T
西
日
本
の
電
柱
で
、

現
存
の
町
名
そ
の
物
で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
よ
り
、
千
里
山
駅
周
辺
整
質
事
業
が
、
老
朽
化
し

た
U
R
の
千
里
山
団
地
の
建
て
替
え
と

一
体
と
な
り
始
ま
り
、
既
に
、

新
し
い
集
合
住
宅
の
建
設

・
千
里
山
駅
を
跨
ぐ
陸
橋
工
事

・
文
化
踏

切
道
か
ら
千
里
山
佐
井
寺
図
室
長
の
間
の
道
路
幅
拡
張
工
事
が
現
在

進
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
当
然
、
こ
の
地
域
に
施
設
さ

れ
て
い
る
電
柱
に
も
及
び
、
器
産
の
移
設

・
新
設
・
廃
止
な
ど
の
処

置
が
講
ぜ
ら
れ
る
事
で
あ
ろ
う
が
、
ど
の
名
前
の
電
柱
が
残
り
、
又
、

廃
止
さ
れ
、
新
設
電
柱
に
は
、
ど
の
よ
う
な
名
前
が
付
け
ら
れ
る
の

か
ら
上
の
川
沿
い
に
文
化
踏
切
道
ま
で
の
聞
は
、
再
び

一
方
通
行
に

な
る
と
云
う
、
少
し
変
則
的
な
道
路
で
あ
る
。
そ
の
為
に
、
地
元
の

車
両
は
と
も
か
く
と
し
て
、
他
所
か
ら
来
た
車
両
は
、
よ
く
逆
走
し

て
い
る
の
を
見
か
け
る
。

電
柱
は
豊
淳
万
か
ら
千
里
山
方
へ
と
敷
設
さ
れ
た
様
で
、
電
柱
の

番
号
が
そ
の
事
を
示
し
て
お
り
、
「
下
墳
」
な
ど
は
、
住
宅
地
踏
切
道

か
ら
下
の
噴
水
へ
向
け
て
敷
設
さ
れ
た
折
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
様
な
名
称
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
「
下
墳
」
と
か
「
上
墳
」
と
か
云
う
名
称
は
、
如

何
に
も
千
里
山
に
ふ
さ
わ
し
い
電
柱
名
で
、
施
設
者
の
ユ
ー
モ
ア
が

感
じ
ら
れ
る
。
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ー
「
永
楽
」
「
尾
谷
」
・
「
amが
丘
」
「
星
ケ
丘
」
「
団
地
」
|

千
里
山
駅
の
文
化
踏
盟
埠
か
ら
千
里
山
佐
井
寺
里
民
間
と
千
里
第

一一
小
学
校
に
向
か
之
坦
に
設
軍
さ
れ
て
い
る
関
西
電
力
の
電
柱
に
は

か
、
事
の
つ
い
で
に
、
見
守
っ
て
み
た
い
。

尚
、
千
里
山
佐
井
寺
図
書
館
か
ら
佐
井
寺
墾
同
(
山
田
寺
)
ま
で

の
関
西
電
力
の
電
柱
は
「
尾
谷
」
に
続
き
「
南
佐
井
寺
」
・
「
佐
井
寺
」

な
ど
の
名
前
の
電
柱
が
続
い
て
い
る
。

一
方、

N
T
T
西
日
本
の
電

柱
に
は
「
星
ケ
丘
」
・
「
ホ
シ
ガ
オ
カ
」
「
佐
井
寺
西
」
に
続
き
「
佐
井

原
」
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
千
里
山
の
、
ご
く
僅
か
な
通
り
の
電
柱
名
を
紹
介
し
た
が
、

千
里
山
は
ご
存
じ
の
如
/
¥
下
の
噴
水
を
中
心
と
し
て
、
通
り
が
放

ィ

射
状
に
伸
び
て
お
り
、
更
に
、
そ
の
通
り
を
横
切
る
道
が
あ
り
、
い

わ
ば
ク
モ
の
巣
状
の
街
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
通
り
の
電

柱
名
を
調
べ
て
み
る
と
、
も
っ
と
多
く
の
古
い
町
の
名
前
の
標
識
が

付
い
た
電
柱
が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
元
大
学
前
駅
近
く
に
あ
っ
た
千
里
山
ポ
ン
プ
場

(
現
在
は
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
)
の
先
を
少
し
横
に
入
っ
た
千
里

山
西

一
丁
目
二
十
八
番
地
付
近
に
は
「
千
里
山
1
」
と
云
う
N
T
T



西
日
本
の
電
柱
が
あ
り
、
更
に
、
そ
の
先
の
千
里
山
西
四
丁
目
二
番

地
附
近
に
は
、
同
じ
く
N
T
T
の
「
ス
イ
ソ
ウ
1
」
(
水
事
名
の
電

柱
が
あ
る
。

又
、
私
が
よ
く
歩
く
道
筋
の
電
柱
に
は
、
新
し
い
町
の
名
前
に
混

じ
っ
て
「
西
児
」
「
セ
イ
ジ
」
「
同
社
」
「
ア
プ
ラ
タ
一
一
」
「
山
の
谷
」

「
水
無
」
「
玉
里
山
」
な
ど
の
名
前
を
冠
し
た
電
柱
が
何
本
か
あ
る
。

中
に
は
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
内
に
は
「
橋
本
私
設
柱
」
と
い
う

の
も
あ
り
、
文
、
「
吹
田
市
営
柱
」
と
云
ャ
尋
屯
柱
も
あ
っ
た
。

行
政
地
域
の
合
理
化
を
計
る
た
め
に
、
町
名
の
見
直
し
が
進
み
、

現
在
の
地
名
は
、
千
里
山
東
・
南
千
里
・
千
里
山
西
・
北
千
里
と
云

う
よ
う
に
「
麻
雀
型
」
の
地
名
の
付
け
方
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

皆
壁
万
七
散
歩
・
買
い
物
・
通
動
な
ど
の
折
に
、
一
度
、
お
住
ま

い
の
街
の
電
柱
名
を
、
少
し
意
識
を
し
て
み
て
戴
く
と
、
何
か
、
新

し
い
発
見
が
あ
る
事
と
思
い
ま
す
。

所
で
、
冒
頭
の
【
逆
塑
流
有
】
・
【
逆
潮
流
あ
り
】
の
標
識
が
付
い

た
電
柱
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
通
賞
軍
刀
は

電
力
会
荘
か
ら
需
要
家
で
あ
す
Q
企
業
・
家
摩
守
に
送
ら
れ
て
い
る
が
、

需
要
家
が
太
陽
光
・
風
力
等
で
発
電
を
し
て
、
余
っ
た
電
力
を
電
力

会
在
に
売
る
場
全
電
力
が
通
常
の
流
れ
と
逆
に
な
る
。
こ
の
現
象

を
「
逆
潮
流
」
と
云
う
事
の
様
で
あ
る
。
標
識
の
意
味
が
判
っ
て
み

れ
ば
、
「
何
だ
」
と
云
う
事
に
な
る
が
、
こ
の
標
識
を
見
付
け
た
お
陰

で
、
千
里
山
の
古
い
地
名
を
思
い
も
か
け
ず
、
再
認
識
す
る
事
が
出

来
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
人
騒
が
せ
な
標
識

で
あ
る
。
原
子
力
発
電
か
問
題
視
さ
れ
て
い
る
昨
全

A
議
、
こ
の

標
識
が
付
け
ら
れ
た
電
柱
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
容
わ
れ
る
。
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以
上

参
考
文
献

電
柱
に
関
す
る
文
献
を
千
里
山
佐
井
寺
図
書
館
と
関
西
大
学
図
書
館
で
探
し

て
み
た
が
、
意
外
な
事
に
何
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
た
も
の
を
参
考
資
料
と
し
て
使
わ
せ
て
裁
い
#
~
。

i心凶
V

川
町
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